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組合長コラム

伝
え
る
心

凛として凛として
出
羽
の
山
脈
　
織
り
な
す
緑

そ
め
て
希
望
の
　
陽
が
昇
る

水
は
大
地
を
　
う
る
お
し
て

稲
穂
が
そ
よ
ぐ
　
庄
内
平
野

豊
か
な
恵
み
　
受
け
つ
い
で

い
の
ち
輝
く
　
鶴
岡
市

　
こ
の
詞
は
、
先
日
発
表
さ
れ
た

鶴
岡
市
民
歌
の
一
番
の
歌
詞
で
あ

る
。
私
は
、
こ
の
歌
を
聞
い
た
時

何
故
か
、
込
み
上
げ
て
く
る
も
の

が
あ
っ
た
。
（
た
だ
の
齢
の
せ
い

だ
と
思
う
が
）
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稲
穂
が
そ
よ
ぐ
　
庄
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平
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豊
か
な
恵
み
　
受
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い
で

　
こ
の
言
葉
は
正
に
、
我
々
農
業

者
が
、
祖
父
、
父
か
ら
と
代
々
受

け
継
い
で
き
た
心
そ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
我
々
の
思
い
が
、
市
民

歌
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

喜
び
と
感
動
を
覚
え
た
。

　
改
め
て
我
々
世
代
も
、
次
の
世

代
へ
庄
内
平
野
の
美
田
を
残
し
て

い
く
使
命
感
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

水
は
大
地
を
　
う
る
お
し
て

稲
穂
が
そ
よ
ぐ
　
庄
内
平
野

豊
か
な
恵
み
　
受
け
つ
い
で

　
こ
の
言
葉
は
正
に
、
我
々
農
業

者
が
、
祖
父
、
父
か
ら
と
代
々
受

け
継
い
で
き
た
心
そ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
我
々
の
思
い
が
、
市
民

歌
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

喜
び
と
感
動
を
覚
え
た
。

　
改
め
て
我
々
世
代
も
、
次
の
世

代
へ
庄
内
平
野
の
美
田
を
残
し
て

い
く
使
命
感
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

2

特集

松浦　瑞樹くん　（７才）
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　長男瑞樹はのんびりマイペースな癒し系。次男環
生はおしゃべり好きのしっかり者。三男碧己は白米
大好き、どっしり構えたこれぞ三男坊。家の中はい
つも笑い声、泣き声、怒り声が絶えず、騒々しくも
にぎやかな毎日です。
　三人とも、これからも友達と仲良く遊び、明るく
元気に育ってください。
　　（お父さん：尚宏さん　お母さん：和美さん）
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榎本市長（右）に要請書を手渡す佐藤組合長（中央）と
海藤ＪＡ庄内たがわ常務（左）

政府への働きかけを訴える佐藤組合長ら。

米
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
要
請
書
を
鶴
岡
市
に
提
出

Ｊ
Ａ
鶴
岡
と
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
政
対

 

Ｊ
Ａ
鶴
岡
と
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
政
対
、
Ｊ

Ａ
庄
内
た
が
わ
と
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
農

政
対
は
８
月
28
日
、
鶴
岡
市
役
所
を
訪

れ
、「
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見

直
し
に
関
す
る
要
請
書
」
を
鶴
岡
市
に

連
名
で
提
出
し
た
。
佐
藤
茂
一
組
合
長

を
は
じ
め
、
役
職
員
４
人
が
出
席
し
た
。

 

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
仕
組
み
や

必
要
な
関
連
施
策
な
ど
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
ら
ず
、
生
産
現
場
に
は
不
安
と

動
揺
が
広
が
っ
て
い
る
。
米
の
需
給
と

価
格
の
安
定
は
、
生
産
者
・
消
費
者
双

方
に
と
っ
て
重
要
で
、
行
政
の
積
極
的

な
関
与
と
指
導
の
も
と
、
全
て
の
産

地
・
生
産
者
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
需

給
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。
具
体
的
に
は
、

関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
需
要
に
応

じ
た
生
産
に
取
り
組
む
た
め
、
全
国
組

織
の
設
置
を
早
急
に
す
す
め
る
こ
と
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
恒
久

的
な
措
置
や
、
産
地
交
付
金
の
継
続
な

ど
、
７
項
目
を
政
府
に
対
し
て
強
く
働

き
か
け
る
よ
う
要
請
し
た
。

 

榎
本
市
長
は
「
厳
し
い
状
況
だ
が
、

地
域
農
業
に
大
き
く
関
わ
る
こ
の
問
題

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
国
に
要
請
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

誇りと希望の持てる水田農業政策の実現を訴えた要請集会。

生産者代表として意見を述べる県青協小南副会長。

水
田
農
業
政
策
の
確
立
訴
え

県
Ｊ
Ａ
代
表
者
要
請
集
会

　

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
見
直
し

を
巡
り
、
誇
り
と
希
望
の
持
て
る
水
田

農
業
政
策
の
確
立
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
山
形
が
開
い
た
代
表
者
要
請
集
会

が
９
月
11
日
に
山
形
市
民
会
館
で
開
か

れ
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
佐
藤
茂
一
組
合
長
を

は
じ
め
役
職
員
29
人
が
出
席
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
の
阿
部
茂
昭
副
会

長
が
、
①
農
業
再
生
協
議
会
が
機
能
発

揮
で
き
る
環
境
の
整
備
②
需
要
に
応
じ

た
生
産
に
取
り
組
む
た
め
の
全
国
組
織

の
設
置
③
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

の
十
分
な
予
算
確
保
と
恒
久
措
置
化
④

収
入
減
少
影
響
緩
和
（
ナ
ラ
シ
）
対
策

の
発
動
基
準
と
な
る
標
準
的
収
入
の
最

低
基
準
設
定
な
ど
、
政
府
へ
の
７
項
目

の
働
き
掛
け
を
要
請
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
で
、
県
農
協
青
年

組
織
協
議
会
の
小
南
賢
史
副
会
長
を
は

じ
め
、
４
人
の
生
産
者
代
表
が
意
見
を

述
べ
た
。

　

小
南
副
会
長
は
「
青
年
部
で
は
農
業

へ
の
理
解
と
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
、

子
ど
も
た
ち
の
食
育
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
農
業
者
が
需
要
に
応
じ
た
米

の
生
産
に
安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

所
得
向
上
を
図
る
た
め
の
財
源
確
保
や

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
だ
」
と
述
べ
た
。
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出
荷
量
減
も
平
均
単
価
前
年
度
超
え

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
精
算
報
告
会

表彰を受ける集落代表の斎藤修一さん。

　

９
月
８
日
、
平
成
29
年
度
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
精
算
報

告
会
を
湯
野
浜
温
泉
「
亀
や
」
で
開
き
、
ネ
ッ
ト
メ

ロ
ン
専
門
部
員
や
市
場
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
が

参
加
し
た
。

　

今
年
産
は
出
荷
数
量
が
大
き
く
減
少
し
た
が
、
企

画
販
売
の
充
実
や
相
場
高
に
よ
り
平
均
単
価
が
昨
年

を
上
回
っ
た
。
会
で
は
生
育
経
過
や
販
売
経
過
、
精

算
内
容
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
市
場
関
係
者
か
ら
は

「
熊
本
や
茨
城
と
い
っ
た
メ
ロ
ン
産
地
で
生
産
量
が

減
少
し
鶴
岡
産
の
メ
ロ
ン
の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
天
候
不
順
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
、
有
利
販

売
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
高
品
質
な
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
た
生
産
者
と

集
落
を
対
象
に
共
励
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
集
落
の
部

は
千
安
京
田
が
受
賞
し
た
。

枝
豆
の
共
同
選
別
を
試
験
稼
働

だ
だ
ち
ゃ
豆
専
門
部

 

だ
だ
ち
ゃ
豆
専
門
部
で
は
、
農
家
で
の
枝
豆
の
選

別
、
出
荷
作
業
の
軽
減
と
生
産
拡
大
を
め
ざ
し
、
共

同
選
別
に
よ
る
出
荷
を
試
験
的
に
開
始
し
た
。

 

現
在
は
、
各
農
家
が
選
別
、
袋
詰
め
後
、
集
荷
場

へ
搬
入
し
て
い
る
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
労
働
力

確
保
の
難
し
さ
か
ら
共
同
選
別
に
よ
る
出
荷
を
試
験

的
に
開
始
。
日
量
５
０
０
㌔
が
選
別
可
能
で
、
３
人

の
生
産
者
が
利
用
し
た
。

 

生
産
者
は
、
粗
選
別
と
洗
浄
、
脱
水
し
た
枝
豆
を

専
用
コ
ン
テ
ナ
で
出
荷
。
生
産
者
ご
と
に
機
械
で
選

別
後
、
従
業
員
が
手
作
業
で
選
別
し
袋
詰
め
し
て
出

荷
さ
れ
る
。

 

今
回
の
試
験
稼
働
で
、
機
械
選
別
と
手
選
別
の
作

業
性
や
コ
ス
ト
の
検
証
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
共
選

事
業
の
具
体
化
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

枝豆の共同選別による出荷が開始された。

密苗「はえぬき」の生育状況を確認する参加者。

水
稲
展
示
圃
を
巡
回

登
熟
や
粒
肥
大
促
そ
う

　

鶴
岡
地
域
良
質
米
生
産
推
進
協
議
会
は
９
月
６
日
、

生
産
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
て
管
内
７
カ
所
の
水
稲

展
示
圃
を
巡
回
。
適
期
刈
り
取
り
を
呼
び
掛
け
た
。

　

県
産
米
新
品
種
「
雪
若
丸
」
や
「
つ
や
姫
」
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
、
密
苗
圃
場
な
ど
で
Ｊ
Ａ
各
支
所
の
指

導
員
ら
が
生
育
を
確
認
。
展
示
圃
の
概
況
や
各
地
域

の
生
育
状
況
を
説
明
し
た
。

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
作
柄
状
況
や
適
期
刈
り
取

り
の
時
期
の
検
討
会
を
開
催
。
庄
内
総
合
支
庁
の
佐

藤
智
浩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
員
は
「
出
穂
後
の
日
照

不
足
で
登
熟
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
最
後
ま
で
登

熟
や
粒
肥
大
を
促
し
て
ほ
し
い
。
圃
場
で
生
育
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
の
で
刈
り
取
り
の
適
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
」
と
呼
び
掛
け
た
。

＆
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29
年
産
米
の
入
庫
状
況

自
倉
庫
の
入
庫
が
始
ま
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
交
流

年
金
友
の
会

　

９
月
14
日
、
櫛
引
総
合
運
動
公
園
で
第
11
回
年
金

友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
い
た
。
地
区

予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
１
３
６
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
本
間
和
助
実
行
委
員
長
が
「
一
打
に

気
持
ち
を
込
め
て
、
明
日
へ
の
活
力
と
な
る
よ
う
な

元
気
な
プ
レ
ー
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

秋
晴
れ
の
中
、大
会
は
８
人
ご
と
の
組
に
分
か
れ
、

男
女
オ
ー
プ
ン
の
個
人
対
抗
戦
３
コ
ー
ス
24
ホ
ー
ル

で
競
っ
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回
た
た
き
出
し

た
伊
勢
横
内
の
阿
部
重
昭
さ
ん
（
75
）
が
、
総
打
数

52
の
好
成
績
で
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
上
位
入
賞

者
は
、
10
月
３
日
に
中
山
町
で
開
か
れ
る
県
大
会
に

出
場
す
る
。

げ
ん
き
部
会
員
が
稲
刈
り
を
指
導

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ

げんき部会員が児童、研修生に稲刈りを指導した。

パレットに入れられたサンプルを検査する検査員。

　

鶴
岡
市
と
山
形
大
学
農
学
部
主
催
の
「
わ
ん
ぱ
く

農
業
ク
ラ
ブ
」
が
９
月
16
日
に
開
か
れ
、
主
に
鶴
岡

市
内
の
小
学
３
年
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
約
30
人

が
参
加
、
げ
ん
き
部
会
員
が
稲
刈
り
と
杭
が
け
作
業

を
指
導
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
山
形
大
学
農
学
部
附
属
の
圃

場
で
、
児
童
た
ち
が
５
月
に
植
え
た
も
ち
米
を
同
部

会
員
が
指
導
し
な
が
ら
稲
刈
り
を
体
験
。
ま
た
、
同

大
学
で
研
修
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
も
一
緒
に
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
稲
刈
り
作
業
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
部
会
員
か
ら
稲
を
か
け
る
順
番
を
教
わ

り
な
が
ら
杭
が
け
作
業
も
体
験
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
大
変
で
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

29
年
産
米
の
入
庫
が
９
月
22
日
か
ら
始
ま
り
、
Ｊ

Ａ
大
泉
倉
庫
で
は
大
泉
、
湯
田
川
、
田
川
地
区
か
ら

主
食
用
米
、
需
給
調
整
米
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
、
検

査
員
が
パ
レ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
の
水
分

や
形
質
、
整
粒
歩
合
を
検
査
、
格
付
け
し
た
。

　

佐
藤
博
検
査
員
は
「
乳
白
粒
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
の

被
害
粒
も
少
な
く
、
品
質
は
良
好
」
と
話
し
た
。

　

今
年
産
米
は
、
出
穂
後
の
日
照
不
足
で
品
質
が
心

配
さ
れ
た
も
の
の
、
10
月
５
日
現
在
ま
で
の
管
内
の

検
査
状
況
は
１
等
米
比
率
が
う
る
ち
米
で
97
．
２
％

と
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
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成
30
年
以
降
コ
メ
の
生
産
調

整
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
？

　

平
成
30
年
か
ら
国
は
、
従
来
の
生

産
数
量
目
標
の
配
分
を
廃
止
し
、
国

内
需
要
量
の
情
報
等
の
周
知
を
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
生
産
現
場
で
は
、
生
産
過
剰
に

よ
る
米
価
の
下
落
、
所
得
減
少
へ
の

懸
念
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
懸
念
を
払

拭
し
、
将
来
に
わ
た
り
意
欲
を
持
っ

て
稲
作
経
営
を
行
っ
て
い
く
に
は
、

今
後
と
も
、
米
の
需
給
と
価
格
の
安

定
に
向
け
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
需
要
に
応
じ

た
生
産
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
と
し
て
も

山
形
県
農
業
再
生
協
議
会
お
よ
び
鶴

岡
市
農
業
振
興
協
議
会
の
方
針
に
則

り
、
平
成
30
年
産
に
つ
い
て
は
、
生

産
数
量
目
標
面
積
に
替
わ
る
「
生
産

の
目
安
」
を
生
産
者
に
示
し
、
米
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
対
策
と
し
て
の
各
種
の
誘

導
策
を
講
じ
、
生
産
者
の
所
得
確
保

を
目
指
す
た
め
の
米
の
生
産
調
整
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
31
年
産
以
降
に
つ
い
て
は
、

販
売
環
境
や
他
県
他
町
村
他
Ｊ
Ａ
等

の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
決
定
し

て
参
り
ま
す
。

乾
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
な
る
か
教
え
て

ほ
し
い
。

　

平
成
29
年
か
ら
の
第
11
次
地
域
農

業
振
興
運
動
計
画
の
重
点
対
策
に
あ

る
通
り
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を
め

ざ
す
効
率
的
営
農
の
確
立
の
た
め
、

共
乾
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
再

編
に
つ
い
て
利
用
組
合
と
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
各

施
設
ご
と
に
実
需
に
基
づ
く
品
種
構

成
に
よ
り
販
売
に
直
接
結
び
つ
く
鶴

岡
産
米
の
生
産
や
、
各
施
設
の
経
理

の
一
元
化
、
農
協
経
営
方
式
へ
の
運

営
方
法
の
変
更
等
、
効
率
的
な
施
設

運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

鶴
岡
産
米
に
お
い
て
は
、
特
に
、

主
力
の
は
え
ぬ
き
に
つ
い
て
品
質
、

食
味
、
更
に
必
要
数
量
の
確
保
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
共
乾
施
設
に
お
い

て
は
そ
れ
ら
が
更
に
均
一
化
さ
れ
た

鶴
岡
産
米
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
の
所
得
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

近
年
、
個
々
の
施
設
に
お
け
る
修

繕
費
の
増
大
等
、
将
来
的
な
施
設
運

営
へ
の
懸
念
か
ら
、
運
営
方
法
を
含

め
た
再
編
に
つ
い
て
施
設
側
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
共
乾
施
設
連
絡
協
議

会
の
代
表
者
会
議
を
経
て
、
各
施
設

の
三
役
会
議
、
理
事
会
、
総
会
で
、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
各
施
設
に
対
し
、

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
組
合
員
の
所
得

増
大
に
つ
な
が
る
販
売
戦
略
と
し
て

活
用
す
べ
き
も
の
は
活
用
し
つ
つ
、

国
、
県
に
は
種
子
法
廃
止
後
も
継
続

的
か
つ
安
価
で
民
間
企
業
に
劣
ら
な

い
優
良
な
品
種
開
発
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
体
制
及
び
予
算
措
置
を
求
め

て
参
り
ま
す
。

だ
ち
ゃ
豆
の
共
選
は
ど
の
よ

う
に
稼
働
す
る
の
か
。

　

枝
豆
生
産
の
維
持
・
拡
大
を
め
ざ

し
、
枝
豆
共
選
事
業
の
具
体
化
に
向

け
た
試
験
段
階
と
し
て
、
今
年
度
は

手
選
別
と
機
械
選
別
の
比
較
試
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
試
験
結
果

を
検
証
し
、
事
業
内
容
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

ィ
ー
ラ
ー
で
は
、
車
検
を
受

け
る
際
に
オ
イ
ル
交
換
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ら
し
い
が
、
J

A
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

　

車
検
割
引
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交
換
フ
ァ
ミ
リ
ー
割

引
と
い
う
こ
と
で
、
年
間
２
台
目
以

降
の
車
は
何
台
で
も
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
交
換
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
に
も
持
込
･
引
取
割
引
、

少
走
行
割
引
、
新
車
初
回
割
引
、
購

買
会
会
員
特
典
に
、
こ
の
夏
か
ら
ネ

ッ
ト
早
期
割
引
も
始
め
ま
し
た
。
車

検
以
外
で
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

再
編
す
る
場
合
の
具
体
的
な
施
設
運

営
方
法
等
を
示
し
な
が
ら
、
各
施
設

の
意
向
を
十
分
伺
い
な
が
ら
協
議
を

重
ね
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
米
の
保
管
倉
庫

の
改
築
、
新
築
等
に
お
い
て
集
荷

（
検
査
）
・
保
管
の
効
率
化
に
よ
る

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
、
販
売
機
能
の

強
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
鶴
岡
産

米
の
持
続
可
能
な
生
産
体
制
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

出
用
米
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

　

平
成
28
年
産
米
は
輸
出
用
米
と
し

て
2
5
0
2
・
0
俵
を
全
農
経
由
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
輸
出
し
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
需
給

調
整
米
の
生
産
者
手
取
り
を
よ
り
確

保
す
る
た
め
に
、
輸
出
用
米
か
ら
備

蓄
米
に
変
更
し
て
出
荷
し
ま
す
。

の
精
算
方
法
に
つ
い
て
、
概

算
精
算
を
継
続
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
買
取
り
販
売
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

概
算
精
算
（
概
算
金
の
設
定
）
方

法
は
、
当
面
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

但
し
、
概
算
金
の
単
価
を
よ
り
精
査

し
、
最
終
精
算
を
見
据
え
た
金
額
と

し
て
の
入
庫
検
査
時
支
払
い
概
算
金

を
設
定
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
品

種
別
精
算
、
販
売
先
別
精
算
等
生
産

者
の
所
得
向
上
に
繋
が
る
よ
う
な
販

売
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

子
法
の
廃
止
に
伴
い
、
種
子

の
価
格
が
上
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
農
協
で
は
対
応
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

主
要
農
産
物
種
子
法
は
、
稲
・
麦

・
大
豆
の
種
子
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
普
及
す
べ
き
優
良
種
子
等
を
指
定

し
、
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
、
審

査
等
を
お
こ
な
う
こ
と
を
義
務
づ
け

る
も
の
で
す
が
、
国
は
民
間
企
業
の

種
子
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
本
年
4
月
に
廃
止
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

都
道
府
県
は
、
こ
の
種
子
法
を
根

拠
と
し
て
公
費
を
投
入
し
て
品
種
開

発
や
奨
励
品
種
指
定
及
び
普
及
し
て

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
企
業
は

水
稲
種
子
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

つ
く
ば
S
D
1
号
な
ど
も
そ
の
一
つ

平成29年度上期集落座談会平成29年度上期集落座談会

９月４日～13日の期間、集落座談会を開催しました。
皆様より頂いたご意見・ご要望について、主なものを抜粋して掲載します。

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
鶴
岡
ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル

タ
生
命
鶴
岡
ビ
ル
）
へ
の
不

動
産
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
移
転
と
本
所

移
転
に
つ
い
て
。

　

不
動
産
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡

ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
鶴
岡
ビ

ル
）
１
階
に
10
月
10
日
移
転
し
、
店

舗
内
に
旅
行
セ
ン
タ
ー
駅
前
店
と
し

て
旅
行
窓
口
も
併
設
し
ま
し
た
。
尚
、

大
泉
の
旅
行
セ
ン
タ
ー
は
継
続
し
て

営
業
い
た
し
ま
す
。

　

本
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

を
目
途
に
同
ビ
ル
へ
機
能
を
移
転
し
、

そ
の
後
、解
体
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
鶴
岡
ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
鶴
岡
ビ
ル
）
は
、
本
所
が
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
改
修
を

検
討
し
て
い
た
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

よ
り
ビ
ル
売
却
の
打
診
が
あ
り
、
本

所
敷
地
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

購
入
い
た
し
ま
し
た
。

由良会場由良会場

平

共

ご意見・ご要望
への回答集
ご意見・ご要望
への回答集
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る
販
売
戦
略
と
し
て

活
用
す
べ
き
も
の
は
活
用
し
つ
つ
、

国
、
県
に
は
種
子
法
廃
止
後
も
継
続

的
か
つ
安
価
で
民
間
企
業
に
劣
ら
な

い
優
良
な
品
種
開
発
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
体
制
及
び
予
算
措
置
を
求
め

て
参
り
ま
す
。

だ
ち
ゃ
豆
の
共
選
は
ど
の
よ

う
に
稼
働
す
る
の
か
。

　

枝
豆
生
産
の
維
持
・
拡
大
を
め
ざ

し
、
枝
豆
共
選
事
業
の
具
体
化
に
向

け
た
試
験
段
階
と
し
て
、
今
年
度
は

手
選
別
と
機
械
選
別
の
比
較
試
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
試
験
結
果

を
検
証
し
、
事
業
内
容
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

ィ
ー
ラ
ー
で
は
、
車
検
を
受

け
る
際
に
オ
イ
ル
交
換
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ら
し
い
が
、
J

A
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

　

車
検
割
引
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交
換
フ
ァ
ミ
リ
ー
割

引
と
い
う
こ
と
で
、
年
間
２
台
目
以

降
の
車
は
何
台
で
も
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
交
換
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
に
も
持
込
･
引
取
割
引
、

少
走
行
割
引
、
新
車
初
回
割
引
、
購

買
会
会
員
特
典
に
、
こ
の
夏
か
ら
ネ

ッ
ト
早
期
割
引
も
始
め
ま
し
た
。
車

検
以
外
で
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

再
編
す
る
場
合
の
具
体
的
な
施
設
運

営
方
法
等
を
示
し
な
が
ら
、
各
施
設

の
意
向
を
十
分
伺
い
な
が
ら
協
議
を

重
ね
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
米
の
保
管
倉
庫

の
改
築
、
新
築
等
に
お
い
て
集
荷

（
検
査
）
・
保
管
の
効
率
化
に
よ
る

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
、
販
売
機
能
の

強
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
鶴
岡
産

米
の
持
続
可
能
な
生
産
体
制
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

出
用
米
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

　

平
成
28
年
産
米
は
輸
出
用
米
と
し

て
2
5
0
2
・
0
俵
を
全
農
経
由
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
輸
出
し
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
需
給

調
整
米
の
生
産
者
手
取
り
を
よ
り
確

保
す
る
た
め
に
、
輸
出
用
米
か
ら
備

蓄
米
に
変
更
し
て
出
荷
し
ま
す
。

の
精
算
方
法
に
つ
い
て
、
概

算
精
算
を
継
続
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
買
取
り
販
売
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

概
算
精
算
（
概
算
金
の
設
定
）
方

法
は
、
当
面
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

但
し
、
概
算
金
の
単
価
を
よ
り
精
査

し
、
最
終
精
算
を
見
据
え
た
金
額
と

し
て
の
入
庫
検
査
時
支
払
い
概
算
金

を
設
定
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
品

種
別
精
算
、
販
売
先
別
精
算
等
生
産

者
の
所
得
向
上
に
繋
が
る
よ
う
な
販

売
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

子
法
の
廃
止
に
伴
い
、
種
子

の
価
格
が
上
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
農
協
で
は
対
応
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

主
要
農
産
物
種
子
法
は
、
稲
・
麦

・
大
豆
の
種
子
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
普
及
す
べ
き
優
良
種
子
等
を
指
定

し
、
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
、
審

査
等
を
お
こ
な
う
こ
と
を
義
務
づ
け

る
も
の
で
す
が
、
国
は
民
間
企
業
の

種
子
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
本
年
4
月
に
廃
止
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

都
道
府
県
は
、
こ
の
種
子
法
を
根

拠
と
し
て
公
費
を
投
入
し
て
品
種
開

発
や
奨
励
品
種
指
定
及
び
普
及
し
て

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
企
業
は

水
稲
種
子
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

つ
く
ば
S
D
1
号
な
ど
も
そ
の
一
つ

田川会場田川会場

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
鶴
岡
ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル

タ
生
命
鶴
岡
ビ
ル
）
へ
の
不

動
産
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
移
転
と
本
所

移
転
に
つ
い
て
。

　

不
動
産
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡

ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
鶴
岡
ビ

ル
）
１
階
に
10
月
10
日
移
転
し
、
店

舗
内
に
旅
行
セ
ン
タ
ー
駅
前
店
と
し

て
旅
行
窓
口
も
併
設
し
ま
し
た
。
尚
、

大
泉
の
旅
行
セ
ン
タ
ー
は
継
続
し
て

営
業
い
た
し
ま
す
。

　

本
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

を
目
途
に
同
ビ
ル
へ
機
能
を
移
転
し
、

そ
の
後
、解
体
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
鶴
岡
ビ
ル
（
旧
ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
鶴
岡
ビ
ル
）
は
、
本
所
が
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
改
修
を

検
討
し
て
い
た
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

よ
り
ビ
ル
売
却
の
打
診
が
あ
り
、
本

所
敷
地
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

購
入
い
た
し
ま
し
た
。

種

だデ

座 談 会 回 答

輸

米
遠賀原会場遠賀原会場

Ｊ
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三
浦
　
志
保
さ
ん

八
ツ
興
屋

平成28年11月生まれ
父：拓さん　母：奈緒子さん

（兵一さん、美和子さんのお孫さん）

平成28年10月生まれ
父：淳二さん　母：まどかさん
（義弥さん、美恵さんのお孫さん）

　

私
が
女
性
部
に
入
っ
た
の
は
30
代
の
頃

で
し
た
。
友
人
か
ら
手
芸
サ
ー
ク
ル
に
誘

わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
当
時
は
地
区
ご
と
に
支
所
が
あ

っ
た
の
で
、
部
員
は
今
で
言
う
マ
マ
友
や

若
妻
会
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
支
所
の
２

階
に
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
こ

と
が
懐
か
し
い
で
す
。

　

近
年
は
役
員
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会
が
増

え
ま
し
た
。
つ
る
お
か
大
産
業
ま
つ
り
で

は
大
鍋
で
豚
汁
を
作
り
大
声
で
客
寄
せ
を

し
た
り
、
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
時
に

は
皆
で
「
美
味
し
い
つ
る
お
か
１
０
０
歳

弁
当
」
を
約
３
０
０
食
分
作
っ
た
り
と
多

く
の
行
事
を
通
し
て
、
役
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に

良
い
思
い
出
で
す
。
研
修
会
で
進
行
係
を

担
当
し
た
時
の
も
の
す
ご
い
緊
張
感
も
今

で
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
く
女
性
部
の
活
動

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
瀧
　
　
亮
さ
ん

向
　
町

あ
か
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

お
孫
さ
ん
・
お
子
さ
ん
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
総
合
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

き
っ
と
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
す
よ
！

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179 までお気軽にご連絡下さい。

お な ま え　モカ

飼　い　主　菅原 有沙さん（地区　勝福寺）

品　　　種　ミニチュアダックスフンド

飼い主に危険を感じたらすぐに助けてくれる家族想いな

子です！

モカくんはこれからも家族に笑顔をあたえてくれること

でしょう！長生きしてね♪

　

私
は
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
農
業
を
継

ぐ
た
め
に
実
家
の
大
山
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
主
な
作
物
は
米
と
だ
だ
ち
ゃ
豆
で
す
。

今
年
で
2
年
目
に
な
り
、
機
械
全
般
の
操

作
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
田

植
え
機
の
爪
を
折
っ
た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
後
ろ
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
な
ど
の
失

敗
も
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
す
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
頑
張
り
た

い
で
す
。

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
の
収
穫
時
期
は
特
に
忙
し

い
で
す
が
、
今
は
面
積
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
父
の
判
断
の
下
に
や
っ
て
い
る
の

で
無
事
に
こ
な
せ
て
い
ま
す
。
袋
詰
め
で

は
一
袋
２
６
０
グ
ラ
ム
ぴ
っ
た
り
入
れ
る

挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。
く
だ
ら
な
い
こ
と

で
す
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

ど
の
作
業
も
一
年
ご
と
に
成
長
を
感
じ
ら

れ
る
の
で
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
栽
培
面
積
の
拡
大
を
目
標

に
、
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

失
敗
と
2
6
0
g
。
そ
し
て
面
積
拡
大
へ

女
性
部
の
思
い
出

職員
紹介

播
磨

加
藤　

光 

ち
ゃ
ん

藤
沢

五
十
嵐
一
華 

ち
ゃ
ん

い
ち
か

ひ
か
り

平成29年2月生まれ
父：公平さん　母：香里さん
（政治さん、吟さんのお孫さん）

とにかく食べることが大好きでとても元気なモカくん♪
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大
泉
支
所
の
融
資
係
に
配
属
に
な
り
あ
っ
と

い
う
間
に
3
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
3
年
前
は
初
め
て
の

仕
事
内
容
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

迅
速
か
つ
丁
寧
を
心
掛
け
な
が
ら
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
ご
相
談
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

融
資
の
相
談
に
限
ら
ず
、
「
分
か
ら
な
い
事

が
あ
っ
た
ら
農
協
の
あ
の
人
！
」
と
ご
指
名
が

入
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
生
活
で
は
、
小
学
2
年
生
に
な
る
息
子
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
乗

れ
な
か
っ
た
自
転
車
に
身
軽
に
乗
っ
て
い
る
姿

を
見
て
い
る
と
、
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
私
も
負
け
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
育
子
さ
ん

大
泉
支
所
　
融
資
係

チ
ャ
レ
ン
ジ

上
清
水

石
田
三
葉 

ち
ゃ
ん

み
は
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ゃ
豆
の
収
穫
時
期
は
特
に
忙
し

い
で
す
が
、
今
は
面
積
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
父
の
判
断
の
下
に
や
っ
て
い
る
の

で
無
事
に
こ
な
せ
て
い
ま
す
。
袋
詰
め
で

は
一
袋
２
６
０
グ
ラ
ム
ぴ
っ
た
り
入
れ
る

挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。
く
だ
ら
な
い
こ
と

で
す
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

ど
の
作
業
も
一
年
ご
と
に
成
長
を
感
じ
ら

れ
る
の
で
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
栽
培
面
積
の
拡
大
を
目
標

に
、
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

失
敗
と
2
6
0
g
。
そ
し
て
面
積
拡
大
へ

女
性
部
の
思
い
出

職員
紹介

播
磨

加
藤　

光 

ち
ゃ
ん

藤
沢

五
十
嵐
一
華 

ち
ゃ
ん

い
ち
か

ひ
か
り

平成29年2月生まれ
父：公平さん　母：香里さん

（政治さん、吟さんのお孫さん）

とにかく食べることが大好きでとても元気なモカくん♪
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大
泉
支
所
の
融
資
係
に
配
属
に
な
り
あ
っ
と

い
う
間
に
3
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
3
年
前
は
初
め
て
の

仕
事
内
容
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

迅
速
か
つ
丁
寧
を
心
掛
け
な
が
ら
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
ご
相
談
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

融
資
の
相
談
に
限
ら
ず
、
「
分
か
ら
な
い
事

が
あ
っ
た
ら
農
協
の
あ
の
人
！
」
と
ご
指
名
が

入
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
生
活
で
は
、
小
学
2
年
生
に
な
る
息
子
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
乗

れ
な
か
っ
た
自
転
車
に
身
軽
に
乗
っ
て
い
る
姿

を
見
て
い
る
と
、
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
私
も
負
け
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
育
子
さ
ん

大
泉
支
所
　
融
資
係

チ
ャ
レ
ン
ジ

上
清
水

石
田
三
葉 

ち
ゃ
ん

み
は



農
業
・
農
政
情
報
+

農
業
・
農
政
情
報
+

Ｊ
Ａ
鶴
岡
発
信

強
風・雪
害
対
策
は
お
は
や
め
に
！
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9
月
に
種
ま
き
し
た
タ
マ
ネ
ギ
苗
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月

が
植
え
付
け
の
適
期
で
す
。
5
〜
6
㎜
径
に
太
り
、
葉
が
し
っ

か
り
し
、
根
が
た
く
さ
ん
付
い
た
苗
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
最
近

は
3
号
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
じ
か
ま
き
し
、
十
数
本
立
て
に
し
た
ポ

ッ
ト
苗
も
出
回
り
始
め
ま
し
た
。
鉢
土
を
外
し
、
根
が
し
っ
か

り
付
い
た
状
態
で
植
え
付
け
ら
れ
る
の
で
、
お
買
い
得
で
す
。

　

タ
マ
ネ
ギ
は
、
真
冬
に
入
る
ま
で
に
十
分
地
中
に
根
を
張
ら

せ
、
春
に
は
勢
い
良
く
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
元
肥
を
適
切
に
施
し
、
特
に
リ
ン
酸
成
分
（
溶

成
リ
ン
肥
や
過
リ
ン
酸
石
灰
）
を
欠
か
さ
ず
に
。
火
山
灰
土
壌

で
は
多
め
に
与
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

根
の
性
質
が
野
菜
の
中
で
は
特
異
的
で
、
通
気
性
の
良
さ
を

好
ま
ず
、
乾
燥
を
嫌
う
の
で
、
元
肥
に
堆
肥
は
与
え
ず
、
植
え

付
け
た
後
は
根
元
を
強
く
鎮
圧
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

油
か
す
や
魚
か
す
な
ど
に
は
タ
ネ
バ
エ
が
卵
を
産
み
付
け
、
幼

虫
が
根
元
に
食
い
込
む
被
害
が
出
る
の
で
、
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

植
え
付
け
方
法
に
は
、
8
〜
9
㎝
ほ
ど
の
深
さ
の
植
え
溝
を

55
〜
60
㎝
間
隔
で
作
り
、
化
成
肥
料
と
過
リ
ン
酸
石
灰
な
ど
を

施
し
て
土
を
掛
け
、
並
べ
て
植
え
る
列
植
え
方
式
と
、
肥
料
を

畑
全
面
に
20
㎝
ほ
ど
耕
し
込
み
、
幅
90
㎝
ほ
ど
の
ベ
ッ
ド
を
作

り
、
植
え
穴
の
間
隔
が
15
×
15
㎝
ぐ
ら
い
の
黒
色
ポ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
敷
き
、
そ
の
穴
に
苗
を
押
し
植
え
す
る
マ
ル
チ
ベ
ッ
ド
植

え
が
あ
り
ま
す
。

　

列
植
え
は
一
定
の
深
さ
に
溝
を
付
け
、
苗
を
同
じ
深
さ
に
そ

ろ
え
て
植
え
る
の
で
、
植
え
付
け
作
業
が
速
く
苗
の
姿
勢
が
良

く
、
株
元
の
踏
み
付
け
鎮
圧
が
し
や
す
い
で
す
。
ま
た
生
育
後

期
に
、
列
間
に
後
作
（
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
、
シ
ョ

ウ
ガ
な
ど
）
を
作
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、
畑
の
高
度
利
用
が

で
き
ま
す
。

　

一
方
の
マ
ル
チ
ベ
ッ
ド
植
え
は
、
地
温
を
高
め
、
乾
燥
を
防

ぎ
、
雑
草
を
抑
止
し
、
肥
料
の
滅
亡
を
少
な
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
植
え
付
け
、
株
元
の
鎮
圧
に
は
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

植
え
付
け
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
苗
床
か
ら
苗
を
抜
き
取
る

と
き
、
乾
い
て
い
た
ら
灌
水（
か
ん
す
い
）し
、
苗
の
大
き
さ
を

そ
ろ
え
、
で
き
る
だ
け
根
を
付
け
て
抜
き
取
り
、
植
え
る
と
き

は
根
を
下
方
に
向
け
て
深
く
入
る
よ
う
植
え
る
こ
と
で
す
。
ベ

ッ
ド
植
え
で
は
木
製
の
穴
開
け
道
具
を
作
り
、
き
ち
ん
と
植
え

穴
を
作
り
、
根
を
下
方
に
向
け
深
さ
を
そ
ろ
え
て
植
え
、
株
元

を
指
先
で
押
さ
え
締
め
付
け
て
お
き
ま
す
。
植
え
付
け
の
深
さ

は
根
の
上
に
土
が
2
㎝
ほ
ど
掛
か
る
程
度
に
。
緑
葉
の
部
分
ま

で
土
が
掛
か
る
の
は
深
過
ぎ
で
、後
の
育
ち
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
苗
の
上
手
な
植
え
付
け

板
木
技
術
士
事
務
所 

板 
木 
利 

隆

あなたも
チャレンジ！

 

稲
刈
り
も
終
わ
り
秋
も
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。
冬
支

度
に
は
ま
だ
早
い
時
期
で
す
が
、
強
風
や
雪
害
対
策
は
事

前
対
策
が
非
常
に
重
要
で
す
。
以
下
の
点
を
は
や
め
に
点

検
し
、
強
風
・
降
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

・
被
覆
資
材
に
破
損
個
所
が
あ
る
と
雪
が
滑
落
し
に
く
く

な
る
た
め
降
雪
前
に
重
点
的
に
見
回
り
、
補
修
は
早
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
パ
ッ
カ
ー
や
ア
ン
カ
ー
等
、
基
本
的
な
強
風
対
策
資
材

を
確
認
し
て
補
強
が
必
要
な
場
合
は
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
害
対
策
に
は
以
前
広
報
で
紹
介
し
ま
し
た
資
材
ス
ノ

ポ
ー
（
図
）
に
よ
る
補
強
も
効
果
的
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
の
補
修
や
ス
ノ

ポ
ー
を
活
用
す
る
際
は
、

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
長

寿
命
化
対
策
支
援
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
園
芸
特
産
課
（
☎
29

―

２
８
２
８
）
ま
た
は
生

産
資
材
課
（
☎
25―

６
６

２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



※料理レシピのインターネット上への公開は認められてい
ないため、本誌のみでの公開となります。

共済課からのお知らせ＜税務編＞

11

（注）例３の場合、契約者の名義が（子）であっても、掛金負担者が（父）であれば（母）が受け取った死亡共済金は贈与税の対象になります。

1 生命共済契約者と満期共済金受取人との関係例
税金のご案内税金のご案内

例 ご契約例
税金の種類掛金負担者（共済契約者）

1

2

受取人

（父）

（父）

（父）

（子）

所得税・住民税

贈与税

2 生命共済契約者と生命被共済者と死亡共済金受取人との関係例

3 建物共済については、契約者と掛金負担者が違う場合は単年毎の掛金額が払込み時に贈与
　 税の対象となります。
4 建物共済については、契約者と満期受取人が誰であるかにかかわらず、所得税・住民税の対
　 象となります。
5 平成30年１月より共済契約について契約者変更があった場合は、変更前と変更後の契約者
　 別の掛金額を税務署に報告しなければならなくなりました。
　 共済期間中の掛金負担者が変更となった場合、原則として負担割合で按分し、変更前・変更
　 後の契約者の課税関係が判断されます。

例 ご契約例
税金の種類掛金負担者（共済契約者） 被共済者

1

2

3

受取人

（父）

（父）

（父）

（父）

（子）

（子）

相続税

所得税・住民税

贈与税

（子）

（父）

（母）

1

レシピ
の

ご案内

地元食材で挑戦 !! 地産地消
クッキング

　詳しくお知りになりたい方、または気になる方は早めにＪＡ窓口にご相談くださるようお願い
します。



伸びやかな歌声で部員を魅了。

地産地消料理を楽しんだ。

　

今
年
度
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
、

管
内
各
所
の
小
学
校
で
稲
刈
り

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

斎
小
学
校
で
は
９
月
11
日
、

５
年
生
20
人
が
学
校
近
く
の
三

浦
直
樹
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
南
支
部
と
農
家
の
指

導
の
も
と
、
５
月
に
植
え
た
稲

を
鎌
で
収
穫
。
同
校
で
は
、
食

農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
稲

作
を
学
ん
で
い
ま
す
。
鎌
を
使

っ
て
１
株
ず
つ
丁
寧
に
刈
り
取

っ
た
後
、
杭
（
く
い
）
掛
け
も

体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
手
作
業
で
稲

を
刈
り
取
っ
て
い
く
の
が
大
変

だ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
は
西
郷
小
学
校

と
湯
野
浜
小
学
校
の
２
校
が
合

同
で
、
10
月
５
日
に
は
京
田
小

学
校
で
、
青
年
部
盟
友
の
指
導

の
も
と
稲
刈
り
体
験
を
行
い
、

み
ん
な
楽
し
く
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
お
米

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

　

今
年
度
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
、

管
内
各
所
の
小
学
校
で
稲
刈
り

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

斎
小
学
校
で
は
９
月
11
日
、

５
年
生
20
人
が
学
校
近
く
の
三

浦
直
樹
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
南
支
部
と
農
家
の
指

導
の
も
と
、
５
月
に
植
え
た
稲

を
鎌
で
収
穫
。
同
校
で
は
、
食

農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
稲

作
を
学
ん
で
い
ま
す
。
鎌
を
使

っ
て
１
株
ず
つ
丁
寧
に
刈
り
取

っ
た
後
、
杭
（
く
い
）
掛
け
も

体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
手
作
業
で
稲

を
刈
り
取
っ
て
い
く
の
が
大
変

だ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
は
西
郷
小
学
校

と
湯
野
浜
小
学
校
の
２
校
が
合

同
で
、
10
月
５
日
に
は
京
田
小

学
校
で
、
青
年
部
盟
友
の
指
導

の
も
と
稲
刈
り
体
験
を
行
い
、

み
ん
な
楽
し
く
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
お
米

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

　

９
月
15
日
、
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡
で
「
Ｊ
Ａ
鶴
岡
女

性
部
ふ
れ
あ
い
研
修
会
」
を

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
輝
き
・
虹
の

３
部
会
合
同
で
開
き
、
１
４

１
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

小
林
絹
井
女
性
部
長
は

「
こ
れ
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま

り
、
一
段
と
忙
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
本
日
は
工
藤

あ
や
の
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お

い
し
い
デ
ィ
ナ
ー
を
大
い
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
山
形
市
出
身
の
歌
手
・

工
藤
あ
や
の
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
最
新
曲
「
恋
ご
よ
み
」

を
は
じ
め
、
曲
中
に
掛
け
声

の
あ
る
「
故
郷
さ
ん
、
あ
い

た
い
よ
」
と
い
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
の
他
、
森
昌
子
さ
ん

　

９
月
15
日
、
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡
で
「
Ｊ
Ａ
鶴
岡
女

性
部
ふ
れ
あ
い
研
修
会
」
を

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
輝
き
・
虹
の

３
部
会
合
同
で
開
き
、
１
４

１
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

小
林
絹
井
女
性
部
長
は

「
こ
れ
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま

り
、
一
段
と
忙
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
本
日
は
工
藤

あ
や
の
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お

い
し
い
デ
ィ
ナ
ー
を
大
い
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
山
形
市
出
身
の
歌
手
・

工
藤
あ
や
の
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
最
新
曲
「
恋
ご
よ
み
」

を
は
じ
め
、
曲
中
に
掛
け
声

の
あ
る
「
故
郷
さ
ん
、
あ
い

た
い
よ
」
と
い
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
の
他
、
森
昌
子
さ
ん

の
「
越
冬
つ
ば
め
」
な
ど
を

披
露
。
参
加
者
か
ら
は
「
懐

か
し
い
歌
ば
か
り
で
一
緒
に

口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
歌

は
も
ち
ろ
ん
ト
ー
ク
も
と
て

も
お
上
手
で
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
「
秋
の
味
覚
・
地

産
地
消
デ
ィ
ナ
ー
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
管
内
で
生
産
さ
れ

た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
部
員
同
士
の

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地

元
産
食
材
の
お
い
し
さ
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

の
「
越
冬
つ
ば
め
」
な
ど
を

披
露
。
参
加
者
か
ら
は
「
懐

か
し
い
歌
ば
か
り
で
一
緒
に

口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
歌

は
も
ち
ろ
ん
ト
ー
ク
も
と
て

も
お
上
手
で
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
「
秋
の
味
覚
・
地

産
地
消
デ
ィ
ナ
ー
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
管
内
で
生
産
さ
れ

た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
部
員
同
士
の

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地

元
産
食
材
の
お
い
し
さ
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
部
だ
よ
り

青年部だより

12

各小学校で稲刈り体験
青年部の盟友が先生役で丁寧に指導

各小学校で稲刈り体験
青年部の盟友が先生役で丁寧に指導

女性部ふれあい研修会を開催女性部ふれあい研修会を開催

青年部員に鎌を使った手刈りを教わる児童。
（京田小学校）

みんなで協力して、刈取りました。
（西郷小学校と湯野浜小学校）

青年部員に教わりながら杭掛けを体験する児童。
（斎小学校）



ショートステイ愛あい館は、要介護・要支援になっても、日常生活のお手伝いをさせて
いただくことで、自宅での生活が続けられるようにする介護サービスの一つです。
それはご本人だけでなく、介護されているご家族の負担を軽くすることを目的とした施設です。
皆様の生活に応じたご利用方法をケアマネージャーと一緒に考えさせていただきます。

N
ew
s from

 w
elfare

●
福
祉
だ
よ
り
●

理事会開催報告
2017.9.29 開催

9
9
7
-8

7
9
0

郵
便
は
が
き

料
金
受
取
人
払
郵
便

鶴
岡
市
日
吉
町
3番
7号

JA
鶴
岡

「
組
合
員
の
声
」
　
　
係
 行
き

「
ふ
れ
あ
い
伝
言
板
」
係
 行
き

鶴
岡
局
承
認

差
出
有
効
期
限

平
成
3
0
年
4
月

1
4
日
ま
で

（
切
手
不
要
）

4
5

※
差
し
支
え
な
け
れ
ば
ご
記
入
く
だ
さ
い

お
名
前（
フ
リ
カ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
　
　
　
　
　
　
　
男
　
・
　
女

ご
住
所
　
〒

お
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
を

　
　
　
　
　（
　
　
　
　
　
）　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
す
る
　
・
　
希
望
し
な
い

※
ポ
スト
に
投
函
さ
れ
る
か
、下
記
の
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
送
信
下
さ
い

〈
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
〉 
08
00
-8
00
-5
09
0

（キリトリ線）

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り
議決されました。

お問い合わせは、ショートステイ愛あい館  ☎0235-64-0605  まで

第１号議案　山形県随時検査結果に
対する改善状況報告に
ついて

第２号議案　上期集落座談会の意見
　　　　　　・要望に対する回答に

ついて
第３号議案　育児休業法等に関する

規程の一部変更につい
て

第４号議案　大口貸出（茅原北土地
区画整理組合）の貸付
承認について 

福祉

介護認定を受けたけれども、

これからの季節、一人の生活が

不安なときは

　　是非ご相談ください。

ショートステイ愛あい館ショートステイ愛あい館ショートステイ愛あい館

本間生活相談員



クロスワードのこたえ 組合員の声 直通便

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事
業利用券をプレゼント致します。『組合員の声』の
みのご利用の場合、記入なさらなくても結構です。

ふれあい伝言板
■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに
伝えたい・聞いてほしい話などなんでも結構で
す。皆様のあたたかいお声をお待ちしています。

■ＪＡ事業に対する皆様の声をお聞かせ下さい。頂いたご意
見は匿名にて広報へ掲載させて頂く場合があります。

ふれあい伝言板・
組合員の声
応募用ハガキ
　ＪＡ鶴岡ではよりよいサービス

提供のため、皆様の声を大切にし

ています。皆様の声の窓口として、

「組合員の声直通便」ハガキをご

用意いたしましたので、このまま

切り取ってぜひご利用下さい。

　また、このハガキはクロスワー

ドパズルの応募用、ふれあい伝言

板への投稿用にもお使いいただけ

ます。

Crossword Puzzle

アキマツリ先月号の答え

1

2

3

4

5

8

10

13

14

16

17

18

ギンナンがなる木
分け合うこと。ルーム――
東を向いたときに左手にある方向
平均より体格がコンパクト
目玉焼きの目玉になります
――に簡単な問題を解いた
自転車を使って行う公営競技
生まれ育った土地のこと
運命の赤い糸が結ばれているかも
後醍醐天皇は鎌倉幕府の――をもくろ
みました
海外旅行で睡眠不足になる一因
漢数字の大字だと、1は「壱」、3は
「参」、――は「陸」

1

4

6

7

9

11

12

14

15

17

19

20

21

きのこの軸の一番下の部分
数え年70歳の祝い
三人寄れば文殊（もんじゅ）の――
雄ライオンの顔の周りに生えます
東の空が白んできます
怒ったときは立て、覚悟したときはく
くります
自宅へと帰る道のこと
たたいたりもんだりしてほぐすことも
五輪では３位までに入るともらえます
美術館の中を――に従って進んだ
坂本龍馬の出身藩
古びたくぎに生じることも
あることに熟練した人のこと

色付きマスの文字をA～Fの順に並べてできる言葉はなんでしょう？締切は11月6日。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

タテのカギ ヨコのカギ

「田川新そばまつり」を開催します「田川新そばまつり」を開催します

　毎年多くの皆様が訪れる人気の「田川新そばまつり」が今年も開催されます。
新そばの試食、そば打ち体験、そば粉・焼畑赤かぶ漬など田川の特産物販売を予
定しております。是非、足を運んでみて下さい。

11/3（金・祝日）開催日

10時~14時時　間

田川コミュニティセンター会　場 ＪＡ鶴岡田川支店
☎35-2011

お問合せ先
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平
成
30
年
用
生
産
資
材
予
約

申
込
書
提
出
期
限
の
ご
連
絡

①
堆
肥
配
送
散
布
申
込
書

②
鶴
岡
コ
ン
ポ
ス
ト
（
バ
ラ
）

申
込
書

③
土
づ
く
り
・
パ
ワ
ー
マ
ッ
ト

申
込
書

　

以
上
の
申
込
書
の
提
出
期
限

が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

ご
提
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

予
約
配
送
肥
料
の
「
置
き
場
所
」

の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
に
ご
予
約
い
た
だ
い
た

平
成
30
年
用
肥
料
を
左
記
日
程

で
配
送
し
ま
す
の
で
、
置
き
場

所
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月…

土
づ
く
り
資
材
・
パ
ワ

ー
マ
ッ
ト

11
月…

水
稲
肥
料

12
月…

園
芸
肥
料
・
水
稲
育
苗

培
土

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

　

０
８
０
０―

８
０
０―

６
０
０
６

「
期
限
切
れ
農
薬
」
及
び
「
農

薬
空
容
器
」の
回
収
に
つ
い
て

　
「
期
限
切
れ
農
薬
」
及
び「
農

薬
空
容
器
」
の
回
収
を
10
月
下

旬
に
実
施
致
し
ま
す
。

　

今
月
号
へ
処
理
依
頼
書
を
折

込
し
ま
し
た
の
で
、
処
理
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
回
収
実
施
日

に
処
理
依
頼
書
と
印
鑑
を
ご
持

参
願
い
ま
す
。
尚
、
処
理
料
金

は
後
日
「
口
座
振
替
」
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

　

０
８
０
０―

８
０
０―

６
０
０
６

農
業
機
械
各
工
場

土
曜
休
業
の
お
知
ら
せ

　

農
業
機
械
課
各
セ
ン
タ
ー
・

工
場
を
、
左
記
内
容
で
土
曜
休

業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
期
間

11
月
〜
30
年
２
月
末
日

●
対
象

中
央
セ
ン
タ
ー
、
南
部
工
場
、

北
部
工
場
、
西
郷
セ
ン
タ
ー

●
定
休
日

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

平
成
30
年
植
付
用
予
約
種
子

馬
鈴
薯
配
送
の
お
知
ら
せ

　　

ご
予
約
い
た
だ
き
ま
し
た
種

子
馬
鈴
薯
を
、
11
月
下
旬
よ
り

配
送
致
し
ま
す
の
で
、
到
着
後

は
す
み
や
か
に
開
封
の
上
、
気

温
が
上
が
ら
な
い
通
気
の
良
い

場
所
へ
保
管
願
い
ま
す
。

 

ま
た
、
事
故
処
理
に
必
要
と

な
る
合
格
証
票
は
、
必
ず
保
管

願
い
ま
す
。

※

作
柄
不
良
に
よ
り
申
込
数
量

を
調
整
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

ア
グ
リ
21

農
業
簿
記
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
青
申
65
万
控
除
講
習
会
」

参
加
者
募
集

●
期
日　

①
12
月
12
日
（
火
）

②
12
月
15
日
（
金
）
③
12
月
19

日
（
火
）
全
３
回
講
座

●
会
場　

Ｊ
Ａ
鶴
岡　

農
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

２
Ｆ
研
修
室

●
時
間　

19
：
00
〜
21
：
00

●
定
員　

５
名
程
度

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

●
締
め
切
り　

12
月
５
日（
火
）

●
申
込
方
法　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
各

支
所
・
支
店
に
お
い
て
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
支
所
・
支
店
・
農
業
支

援
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
い
は
、
農
業
支
援
室
に
直

接
Ｆａｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
支

援
室

　

☎
29―
０
４
５
５

　

Ｆ
ａ
ｘ
29―

０
４
２
２

　
今
年
も
早
い
も
の
で
稲
刈
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
米

は
八
十
八
回
の
手
が
か
か
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
で
は
農
薬

な
ど
の
進
歩
と
農
機
具
類
の
発

展
で
昔
の
よ
う
な
手
間
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
の
段
階
の
仕
事

で
も
生
き
物
相
手
の
仕
事
な
の

で
稲
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
常
に
観
察
し
稲
と
話
し
合

い
な
が
ら
の
仕
事
と
な
る
の
で

す
。
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
稲
作

り
に
農
協
の
指
導
員
に
も
耳
を

傾
け
、
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で

一
貫
し
て
自
分
の
稲
作
に
精
を

出
し
て
い
る
所
で
す
。

　
五
十
歳
過
ぎ
た
頃
よ
り
、
兼

業
農
家
で
縁
の
な
か
っ
た
農
業

関
係
の
役
員
を
命
じ
ら
れ
、

日
々
田
ん
ぼ
と
共
に
格
闘
し
て

い
ま
す
。

　
同
じ
境
遇
の
皆
さ
ん
、
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
委
員
　
小
松
　
重
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
郷
）

I N F O R M A T I O N JAからの お知らせ

次の通り人事異動を行いましたことをお知らせ致します。 発令　平成29年10月1日

氏　　名

平成２９年度下期人事異動のお知らせ

新　　　任 旧　　　任
機械燃料部　自動車燃料課　　　　　　整備係
経済部　生活課　旅行センター駅前店　業務チーフ
経済部　生産資材課　　　　　　　　　事務係
経済部　福祉課　　　　　　　　　　　事務係
機械燃料部　自動車燃料課　中央SS　  給油係

機械燃料部　西郷センター　　　　　　整備係
経済部　生活課　旅行センター　　　　業務係
経済部　福祉課　　　　　　　　　　　事務係
経済部　生産資材課　　　　　　　　　事務係
機械燃料部　自動車燃料課　南部SS 　　給油係

三ツ澤　　　智
土　田　由紀恵
吉　川　あゆみ
百　瀬　久美子
本　間　正　雄
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暮らしに幸せ運ぶ

「地上」11月号別冊付録で
ＪＡ鶴岡青年部の東京都
江戸川区の小学校での
稲作特別授業と青年部
大泉支部の地元職業体験
会への参加について事例
紹介されました！

不動産センターが新店舗に移転オープン11月号
のご案内

○別冊付録○
“食と農の応援団”
　獲得大作戦
　世代別　
　アプローチ法
　&実践事例集

定価 668円（税込）

購入・お問い合わせは

生活課（☎23-5045）までお願い致します。

お部屋探しは
検索サイト　http://www.ja-tsuruoka.or.jp/fudousan/
動画配信　　https://www.facebook.com/jatsuruoka/鶴岡市日吉町 3-1（１F）

tel.0235-23-5029
fax.0235-23-7768
営　平日 9:00 ～ 17:30
　　土曜 9:00 ～ 17:00
休　日曜・祝祭日
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